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あらまし：本稿では，数理データサイエンス AI 教育応用基礎レベルに相当する授業として開講した「医

療データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」の授業デザインについて報告する。医療人を目指す学生にもプログラミ

ングに興味を持ってもらうために、教育用ロボットなどを使った STEAM 教育を導入したり、学生が AI

開発に参加しながら、学生自身が目指す医療職と AI技術との関連についても具体的に学べるようにした。 
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1. はじめに
大学教育における DXが進むなか、「学生の数理デ

ータサイエンス AI への関心を高め、かつ、数理デ

ータサイエンス AI を適切に理解し、それを活用す

る基礎的な能力を育成すること」(1)を目指して、数

理データサイエンス AI 教育プログラム（MDASH）

が始まった。MDASH には、エキスパート、応用基

礎、リテラシーの３つのレベルがあり、応用基礎レ

ベルでは、「AI を活用し課題解決につなげる基礎能

力を修得すること。」(1)などが求められている。また、

グループワークや PBL、実データの利用、AI 技術の

体験などを取り入れることも推奨されている。 

このような中、北海道医療大学（以下、本学）で

は、かねてより教育支援システムの内製化など教育

の DX 化を図っており、2020 年度には DX 推進計画

を策定した(2)。本計画では、教育支援システムに AI

機能を拡充するとともに、AI を学生参加型で内製し

て学修者本位の学修支援を図っている。本計画と併

せて実施したのが、リテラシーレベルの MDASH で

あり(3)、2021 年度には、文部科学省 MDASH 認定制

度リテラシーレベルプラスにも選定された。2022 年

度からは、応用基礎レベルに相当する授業科目とし

て、学生が AI 開発に参加しながら AI 技術を体験す

る「医療データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」を開講した。 

本稿では、「医療データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」の

授業デザインの概要を紹介したのちに、授業で扱う

学修テーマごとに、授業デザインの工夫について報

告する。また、今後の検討課題についても言及する。 

2. 授業デザインの概要
「医療データサイエンス入門Ⅰ」と「医療データ

サイエンス入門Ⅱ」は、ともに、専門教育科目（各

２単位、合計４単位）であり、薬学部、歯学部、心

理科学部、リハビリテーション科学部の４学部で開

講した。対象学年は２～４年生とし、自由選択科目

としている。表 1 は、学修テーマであり、MDASH

（応用基礎レベル）コアカリキュラムの内容に相当

してデザインをした。 

「データサイエンス基礎」では、データ駆動型社

会とデータサイエンスの関連性、データの観測、分

析、可視化などを学ぶ。 

「データエンジニアリング基礎」では、データ収

集・処理・蓄積の技術やプログラミング基礎を学ぶ。 

「AI 基礎」では、機械学習や深層学習などの基本

的な概念を理解したうえで、AI 技術を活用し、課題

解決につなげることができるようにしている。特徴

としては、AI 技術の活用スキルを修得することに重

点を置くために、「AI 基礎」のコアカリキュラムで

は学修項目となっている「人間の知的活動（身体・

運動、言語・知識、認識、予測・判断）と AI 技術

について」を学修テーマとして設定して、授業回の

なかで 12回をあてた。 

表 1 学修テーマ 

授業科目

1 ～ 5 回

5 ～ 8 回

9 ～ 15 回

1 ～ 2 回

3 ～ 5 回 身体・運動

6 ～ 8 回 言語・知識

9 ～ 11 回 認識

12 ～ 14 回 予測・判断

回 まとめ15

医療データ
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入門Ⅰ

医療データ

サイエンス
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人間の知的活動とAI

技術について学ぶ

データサイエンス基礎

データエンジニアリング基礎

AI基礎

AI基礎

授業回 学修テーマ
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3. 授業デザインの工夫
授業デザインの工夫として、まず、「データサイエ

ンス基礎」では、Google Colaboratory を使いながら

データの観測、分析、可視化に関わる演習課題を、

学生が手を動かしながら解けるようにした点が挙げ

られる。演習課題は、プログラム（python）のパラ

メータを変えるなどの簡単な内容ながらも、データ

の分析結果を視覚的に理解できるようにしている。

「データエンジニアリング基礎」に対しては、医

療人を目指す学生にもプログラミングに興味を持っ

てもらうために、教育用ロボット（要求駆動型）を

使った STEAM 教育を導入した。例えば、ロボット

に装着された各種センサーから取得したデータをも

とに、順次、分岐、反復などのアルゴリズムを教育

用ロボットの動きとして可視化できるようにした。 

「AI 基礎」においては、模型都市に深層学習ロボ

ット（データ駆動型）を配置して、機械学習、ニュ

ーラルネットワーク、深層学習の仕組みをロボット

の動作を通して視覚的に学べるようにした。模型都

市には、図 1 のような点字ブロックや救急車などの

特殊車両など医療に関連する模型も設置した。 

図 1 模型都市に配置した深層学習ロボット 

「人間の知的活動と AI 技術について学ぶ」で取

り入れたのが、学生参加型 AI 開発である。ここで

は、図 2 のように、学生自身が目指す医療職と４つ

の要素（言語・知識、身体・運動、予測・判断、認

識）との関連を踏まえて、本学で内製している AI

開発に携わりながら、データサイエンスの知識とス

キルを修得できるようにしている。PBL も導入し、

PBLの過程で教員が気づかないような学生の発想を

取り入れながら AI を開発できるようにしている。

最後に、全ての学修テーマを通して、学生自身の

主体的な学びを引き出すために、自己学修用の Web

サイトを構築し、各テーマの演習課題などを解ける

ようにした。また、ゴーグルを装着することでロボ

ットを配置した模型都市に入り込み、臨場感のある

VRでロボットの動作を確認できるようにしている。 

4. 授業の実践と今後の検討課題
授業は 2022 年度４月から開講しており、現在、４

学部から合わせて 15名が履修している。事前に用意

した教育用ロボットは 18台あり、予備機も含めると

一人一台を利用できる環境となっている。 

2023年度以降は、開講する学部を増やしたり、履

修者数の増加も図っている。そのため、STEAM 教

育にもグループワーク形式の学修方法を導入するこ

とを検討している。 

また、現在、「医療データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」

は自由選択科目として開講しているため、将来的な

MDASH 認定制度への申請の観点からは、開講形態

も検討すべき課題となっている。 

5. むすび
「医療データサイエンス入門Ⅰ・Ⅱ」の授業デザ

インについて報告した。授業で扱う学修テーマは

MDASH（応用基礎レベル）のコアカリキュラムに

相当しており、教育用ロボットや深層学習ロボット

を使った STEAM 教育を導入することで、医療人を

目指す学生にもプログラミングに興味を持ってもら

う工夫をした。また、学生参加型の AI 開発を通し

て、学生自身が目指す医療職と AI 技術との関連に

ついても、具体的に学べるようにした。今後は、履

修者数の増加なども図っていきたい。
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図 2 学生自身が目指す医療職と４つの要素（言語・知識、身体・運動、予測・判断、認識）との関連 
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